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 10 月１日（水）、教育記念館において、標記の研修会が行われました。開会の挨

拶では、石田和義 県小学校長会会長より、大きく４点の話がありました。 
 

１点目は、学校の安心・安全についてです。

「令和７年度 学校保健・学校安全関係の手

引き」に防災に関する安全管理について大き

く６点の記載があります。特に、災害発生時

には、学校が防災対策本部を立ち上げ、校長

が災害対策本部長となります。校長として、

どのように対応し、組織が機能するか見直し

を図らないといけないということでした。 

２点目は教職員の服務規律の徹底についてです。教員の盗撮事件にかかる７/１付

け 文科省「児童生徒性暴力等の防止等に関する教師の服務規律の確保の徹底につい

て」の通知が発出されています。その中で、教師個人のスマートフォン等の私的な

端末で児童生徒等を撮影することのないよう、また、学校所有等の端末で撮影する

場合であっても児童生徒等の画像を管理職の許可なく学校外に持ち出すことのない

よう徹底しなければならないとのことです。 

 ３点目は、９/2 付 文科省「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関す

る特別措置法の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令の制

定等について」の通知についてです。その中で、別添の３－２の中に教育職員の指

針のポイントで留意したい点が３点あるとのことでした。１つに、働き方改革の目

的と基本的観点の確認。２つに、学校と教師の業務の３分類について記載があり、

学校は学校運営協議会の協議を経て、優先順位を定めながら各校の実情に応じた運

用を行うこと。３つに、管理職の役割が明記されているとのことです。 

 ４点目は、校長の構えについて、大切にした点が３つであるとのことでした。１

つに、日頃から教職員との対話や観察等を通して、一人一人の教職員のことを的確

に捉えること。２つに、組織における教職員の貢献度を把握すること。３つに、教

職員一人一人の声に耳を傾けるなど、誠実に対応するよう心掛けることでした。 
 

各部会からの報告・連絡の後、下新川郡校長

会の取組として「教員の資質向上を目指して 

―クラウド活用によるネットワークの構築―」

というタイトルで、朝日町・入善町の教職員が

タブレット端末を活用し、授業力向上、効率的

な業務推進を目指して取り組んでいる事例で

した。下新川郡校長会の提案を受け、グループ

ごとに意見交換し、研修を深めました。 


